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循環器難病に随伴する後天性フォンウィルブランド症候群の診断基準・重症度分類の確立 

 
 
 

 研究分担者   安藤献児・小倉記念病院循環器内科・主任部長 

 

研究要旨：種々の循環器疾患症例を体系的に登録・解析し、その予後を追跡することで我が国における循

環器疾患に合併する後天性フォンウィルブランド病の頻度や診療上の留意点を明らかにする。2018 年 3

月 9日現在、当院では 325例の患者登録を行った。 

 

Ａ．研究目的 

後天性フォンウィルブランド病をきたしうる

循環器疾患を体系的に評価し、後天性フォンウ

ィルブランド病の病態を解明し、その対処法を

確立することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

多施設前向き観察研究であり、それぞれの対象

循環器疾患ごとに、後天性フォンウィルブラン

ド病および出血合併症の発症頻度・発症を来す

臨床状況（検査値等）を横断的、縦断的解析に

より明らかにする。 

 (倫理面の配慮) 

インフォームドコンセントを得て、研究を行

った。さらにオプトアウトの機会を設けてい

る。 

 

Ｃ．研究結果 

2018 年 3 月 9 日現在、当院では 325 例の患者

登録を行った。 

 

 

Ｄ．考察： 

症例は順調の集積しており、順次解析を施行

する。症例登録は順調に進んでいるが、未だ

十分ではなく、さらに蓄積していかなければ

ならない。なお、平成29年度は当施設心臓外

科の協力も得て325例の患者を登録した。平成

30年度は、種々の対象疾患を多く登録したいと

考えている。 

 

Ｅ．結論 

平成29年度は症例を行った。 
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